
　これまで工場生産設備のメンテナンスや設計、自動化に向けてのシステ
ム検討など機械技術関係の仕事に携わっていました。
　雄大な景色を持つ南阿蘇村が
熊本地震で被災し心を痛めてい

ましたが、自分にもなにか南阿蘇村の復興と発展に力を注げるのではな
いか、と思い移住を決意しました。
　前職の関係でタイに住んでいましたので、タイをはじめ海外から訪れ
る人たちに美しい風景や村の魅力をお伝えしていけるよう、人とのつな
がりを大切に築いていきたいです。
　今後の目標はアットホームな宿泊施設を作り、素晴らしい満天の星た
ちを堪能していただくことを目指していきたいと思います。

vol.29南阿蘇村

新しい協力隊員が入りました！

令
和
2
年
度
阿
蘇
圏
域

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
ご
案
内

　
令
和
2
年
度
阿
蘇
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成

（
研
修
）講
座
を
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
を
身
に
付
け
、
社

会
生
活
な
ど
に
お
い
て
、
手
話
を
必
要
と
す
る

聞
こ
え
な
い
人
・
聞
こ
え
に
く
い
人
と
手
話
が

わ
か
ら
な
い
聞
こ
え
る
人
と
の
意
思
疎
通
を
支

援
す
る
役
割
を
果
た
す
人
で
す
。

■
日
程

【
入
門
課
程
】

　
令
和
２
年
４
月
10
日
〜
８
月
14
日

【
基
礎
課
程
】

　
令
和
２
年
９
月
４
日
〜

　
令
和
３
年
３
月
26
日

※
基
礎
課
程
は
入
門
課
程
を
修
了
し
た
方
に
限

り
ま
す
。
初
心
者
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
時
間

　
毎
週
金
曜
日
、
午
後
７
時
〜
午
後
９
時
ま
で

の
２
時
間

■
会
場

　
西
原
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
山
河
の
館

　（
阿
蘇
郡
西
原
村
大
字
小
森
３
２
５
６
）

■
電
話
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
９
６（
２
７
９
）４
４
２
５

■
申
込
方
法

　
令
和
２
年
４
月
10
日
か
ら
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
。
た
だ
し
、
５
月
８
日
を
以
て
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
受
講
資
格

　
手
話
奉
仕
員
の
業
務
上
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
し
た
者
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
令
和
３
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
の

見
込
み
が
あ
る
方
は
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
講
料

　
受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
料
３
、

３
０
０
円
・
副
教
本
と
し
て
日
本
聴
力
障
害
新

聞
４
、
３
０
０
円
、
計
７
、
６
０
０
円
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

一
般
財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
９
‐
４
）

℡
０
９
６（
３
８
３
）５
５
８
７

　
０
９
６（
３
８
４
）５
９
３
７

FAX

•
被
保
険
対
象
者
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
料
の
被
保
険
者
は
、
65
歳
以
上

の
人（
第
1
号
被
保
険
者
）と
、
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
医
療
保
険
加
入
者（
第
2
号
被

保
険
者
）に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

•
資
格
取
得
に
つ
い
て

　
40
歳
に
な
る
と
自
動
的
に
資
格
を
取
得
し
、

65
歳
に
な
る
と
き
に
自
動
的
に
第
1
号
被
保

険
者
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

•
保
険
料
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て

○
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
第
2
号

保
険
料

　
健
康
保
険
の
保
険
料
と
一
体
的
に
徴
収
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
保
険
料
は
、
医
療
保
険
料
と

同
様
に
、
原
則
、
被
保
険
者
と
事
業
主
で
2

分
の
1
ず
つ
負
担
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
第

２
号
保
険
料

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
と
一
体
的
に
徴

収
さ
れ
ま
す
。

•
受
給
要
件

　
要
介
護（
要
支
援
）状
態
が
、
老
化
に
よ

る
疾
病（
※
特
定
疾
病
）に
よ
る
場
合
に
限

定※
特
定
疾
病
と
は
…
が
ん（
末
期
）、
関
節
リ

ウ
マ
チ
、
初
老
期
に
お
け
る
認
知
症
な
ど

16
の
疾
病（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
仕
方
】

（
第
１
号
・
第
２
号
被
保
険
者
共
通
）

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
要
介

護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
具
体
的
な
手
続
き
の
流
れ
は
、
以
下

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
申
請
す
る（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
ご
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
）

②
要
介
護
認
定
の
調
査
、
判
定

〈
調
査
〉

　
　
認
定
調
査
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
心

身
の
状
況
に
つ
い
て
本
人
や
ご
家
族
か
ら

聞
き
取
り
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
か
か
り
つ
け
医
に
村
か
ら
依
頼
し
て
、

主
治
医
意
見
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。

〈
判
定
〉

　
　
認
定
調
査
の
結
果
と
主
治
医
意
見
書
を

も
と
に
、
保
険
、
福
祉
、
医
療
の
学
識
経

験
者
に
よ
る「
介
護
認
定
審
査
会
」で
審

査
し
、
ど
の
く
ら
い
の
介
護
が
必
要
か
判

定
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
第
２
号
被
保
険
者
の
人
は
、
要

介
護
・
要
支
援
の
認
定
状
態
に
該
当
し
、

そ
の
状
態
が「
特
定
疾
病
」に
よ
っ
て
生

じ
た
場
合
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

③
認
定
結
果
の
通
知（
原
則
と
し
て
30
日
以

内
に
通
知
さ
れ
ま
す
）

④
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　
○
要
介
護
1
〜
5
と
認
定
さ
れ
た
人

　
　
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
と
契
約
し
、

そ
の
事
業
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
依

頼
し
て
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
決
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）を

作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。
施
設
へ
入
所
を

希
望
す
る
場
合
は
、
希
望
す
る
施
設
に
申

し
込
み
ま
す
。

　
○
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
担
当
職
員

が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

　
　
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に「
介
護
保
険
被
保

険
者
証
」と「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を

提
示
し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
居

宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

ま
す
。
65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
の

負
担
割
合
は
、
所
得
に
よ
り
1
〜
3
割
と

な
り
、
第
2
号
被
保
険
者
は
、
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
南
阿
蘇
村
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計

画（
令
和
3
年
度
〜
5
年
度
）の
策
定

に
向
け
て
、
2
月
に
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
対
す
る
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
や
現
状
を
反
映
し
、
よ
り
良
い
事

業
計
画
と
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
で

す
。
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
１
，
０
０
０

人
に
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
届
い
た
人
は
ご
記
入
の
上
、
同

封
す
る
返
信
用
封
筒
で
期
限
ま
で
に
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
面
倒
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
介
護
離
職
問
題
な
ど
を

背
景
に
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
０
０
年
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　〈
40
歳
に
な
ら
れ
た
人
へ
〉

〈
問
い
合
わ
せ
〉　
健
康
推
進
課
　
介
護
保
険
係
　
℡(

６
７)

２
７
０
４

第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
伴
う
ニ
ー
ズ
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

名前：田内　秀樹（たうち　ひでき）
出身：熊本市
担当業務：地域経営組織推進プロジェクト
趣味：旅行　　特技：星空をずっと眺めていられる
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